
◇
佛
教
学
会
史
蹟
踏
査

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

東
本
願
寺
に
て
宗
祖
御
正
忌
報
恩
識
に
参

拝
の
後
、
奈
良
当
麻
寺
・
大
阪
磯
長
太
子
廟

を
参
拝
見
学
す
る
。
参
加
者
は
、
諸
先
生
・

院
生
・
学
生
等
総
計
三
十
六
名
。

◇
佛
教
学
会
研
究
発
表
例
会

十
二
月
三
日
（
木
）
午
後
二
時
半
よ
り

於
二
番
教
室

研
究
発
表

法
蔵
の
空
観
に
つ
い
て

博
士
課
程
三
回
赤
尾
栄
慶

蟹
蔦
四
国
に
於
け
る
冒
身
脚
に
つ
い
て

博
士
課
程
三
回
加
藤
裕
善

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
佛
教
学
研
究
の
印
象

教
授
福
島
光
哉

出
席
坂
東
学
会
長
・
諸
先
生
・
院
生
・
学

生
等
総
計
四
十
三
名
。

◇
公
開
講
演
会

十
二
月
九
日
（
水
）
午
後
二
時
半
よ
り

学
会
彙
報

（
昭
和
五
十
六
年
十
一
月

‐
く
昭
和
五
十
七
年
五
月
）

於
図
書
館
講
堂

講
師
名
古
屋
大
学
助
教
授
立
川
武
蔵
氏

講
題
佛
教
に
お
け
る
現
象
世
界
の
聖
化

ｌ
竜
樹
の
場
合
ｌ

出
席
坂
東
学
会
長
・
諸
先
生
・
院
生
・
学

生
等
総
計
七
十
三
名
。

◇
学
術
懇
談
会

十
二
月
十
一
日
（
金
）
午
後
二
時
半
よ
り

於
視
聴
覚
教
室

講
師
ブ
ー
タ
ン
国
立
図
書
館
顧
問

今
枝
由
郎
氏

講
題
ブ
ー
タ
ン
の
仏
教
事
情

出
席
坂
東
学
会
長
・
諸
先
生
・
院
生
・
学

生
等
総
計
七
十
七
名
。

◇
昭
和
五
十
六
年
度

修
士
論
文
・
卒
業
論
文
梗
概
発
表
会

一
月
十
三
日
（
水
）
午
後
四
時
よ
り

於
視
聴
覚
教
室

学
会
長
の
挨
拶
の
後
、
修
士
論
文
提
出
者

中
三
名
、
卒
業
論
文
提
出
者
中
二
十
八
名
が

各
自
作
成
の
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
い
て
論
文
の

要
旨
を
発
表
。

出
席
坂
東
学
会
長
・
諸
先
生
・
院
生
・
学

生
等
総
計
百
余
名
。

◇
佛
教
学
会
新
入
会
員
歓
迎
会

五
月
二
十
日
（
木
）
午
後
五
時
五
十
分

於
学
内
食
堂

本
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
学
内
食
堂

に
於
て
立
食
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
の
形
を
と
り
、

会
員
間
の
和
や
か
な
親
睦
の
一
時
を
得
た
。

出
席
坂
東
学
会
長
・
諸
先
生
・
院
生
・
学

生
等
総
計
六
十
三
名
。

本
年
度
の
新
会
員
は
特
別
会
員
と
し
て
西

村
恵
信
氏
（
花
園
大
学
教
授
・
本
学
非
常
勤

講
師
）
、
ロ
バ
ー
ト
‐
．
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
氏
（
大
谷

大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
補
助
貝
）
の
二

名
、
普
通
会
員
に
大
学
院
博
士
後
期
課
程
三

名
、
修
士
課
程
九
名
、
文
学
部
四
回
生
細
入

二
名
、
三
回
生
編
入
四
名
、
二
回
生
佛
教
学

六
十
一
名
、
イ
ン
ド
学
十
七
名
で
、
計
九
十

八
名
で
あ
る
。

◇
人
事
・
昇
格
（
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
付
）

文
学
部
教
授
小
川
一
乗
氏

文
学
部
助
教
授
片
野
道
雄
氏

◇
寄
贈
図
書
目
録
（
雑
誌
を
除
く
、
受
領
順
）

「
念
佛
者
渭
沢
満
之
』

難
波
別
院
編
昭
弱

「
金
沢
文
庫
資
料
全
集
佛
典
第
五
巻
』
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↓
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
昭
弱

毎
《
め
四
口
の
斉
埼
昇
甸
Ｈ
ｐ
四
国
の
旨
菌
＆
汁
彦
①
冒
騨
ご
寧

望
脚
口
四
》
角
④
ロ
山
や
四
国
ロ
ば
く
脚
ご
い
、
口
斤
吋
四
】
』

シ
丙
胃
ｐ
Ｋ
ｐ
ぐ
ゅ
片
口
色

く

門
戸
①
同
国
ぐ
口
炭
９
Ｆ
号
Ｈ
四
吋
く
ご
酌
胃

く

く

富
《
ロ
尉
固
同
騨
ぽ
昌
騨
○
勲
①
邑
鵬
旨
昌
四
ｍ
目
ご
脚
印
は
‐

。
’
Ｊ
■

く
四
口
ゆ
く
惇
昌
四
割
四
》
言

］
凹
昌
も
僻
Ｆ
ｏ
酢
僅
侭
吋
ど
］
唱
巨
弱

目
ロ
①
園
巳
く
ロ
丙
閏
Ｆ
ご
門
胃
く
こ
筐

く

『
暁
に
聞
く
』

松
井
憲
一
他
著
難
波
別
院
昭
弱

『
決
断
の
と
き
』
東
昇
著
難
波
別
院
昭
鏥

『
初
期
大
乗
佛
教
之
起
源
与
開
展
』

印
順
著
正
間
出
版
社
中
華
民
国
沁

今
あ
ぃ
口
丙
彦
名
胃
昏
且
○
３
日
ぐ
尉
口
邑
巨
日
凋
‐

ぬ
い
ｏ
巳
旨
国
片
口
留
旨
‐
己
宮
口
冨
冒
ぬ
い
》
々

毎
○
口
レ
ウ
①
句
○
○
口
ｐ
岳
曽

ｔ

《
《
国
尉
さ
胃
Ｏ
Ｇ
①
○
ぐ
巳
①
二
○
茜
ｚ
巴
膀
伊
揖
８

く

の
命
。
①
一
騨
妄
自
四
境
庁
ご

昌
易
冒
胃
○
旨
〕
少
①
二
ｓ
弓
飼
邑
、
己
電
．

《
《
切
旨
噴
煙
勺
巨
①
の
ａ
出
口
Ｑ
二
宮
黒
屋
昌
］
い
』
』

Ｆ
』
］
自
国
呼
声
里

、
周
○
戸
○
戸
Ｐ
岸
冒
］
Ｐ
］
や
“
岸

『
良
忍
上
人
の
研
究
』

融
通
念
佛
宗
大
念
佛
寺
編
昭
茄

『
高
校
生
の
主
張
４
』
毎
日
新
聞
社
編
昭
弱

『
イ
ン
ド
佛
跡
巡
拝
紀
行
』
谷
直
光
著
昭
印

◇
会
員
出
版
書
目

横
超
慧
日
著
「
浬
鑿
経
と
浄
土
教
ｌ
仏
の

願
力
と
成
仏
の
信
』
平
楽
寺
書
店
、
昭
五

十
六
年
十
二
月
、
Ａ
５
版
狂
頁
、
五
、
八

○
○
円
。

横
超
慧
日
・
諏
訪
義
純
著
「
人
物
中
国
の
佛

教
羅
什
』
大
蔵
出
版
、
昭
和
五
十
七
年

二
月
、
四
六
版
郷
頁
、
二
、
○
○
○
円
。

吉
元
信
行
著
『
ア
ピ
ダ
ル
マ
思
想
』
法
蔵
館
、

昭
和
五
十
七
年
三
月
、
Ａ
５
版
畑
頁
九
、

八
○
○
円
。

佛
教
学
を
標
桧
す
る
諸
の
学
術
雑
誌
を
数
え

あ
げ
れ
ば
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
学
術
雑
誌

は
ど
れ
も
似
通
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
と
き
に
優

れ
た
論
文
を
載
せ
れ
ば
そ
れ
で
成
功
、
と
い
い

う
る
か
。
確
か
に
そ
ん
な
一
面
を
も
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
諸
方
か
ら
優
れ
た
人
材
と
論
文
を
募
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
雑
誌
と
し
て
の

一
意
を
満
た
す
方
途
も
あ
る
。
し
か
し
一
つ
の

研
究
機
関
が
自
ら
の
存
否
を
間
う
て
世
に
出
す

学
術
誌
で
あ
れ
ば
如
何
。
そ
の
機
関
の
荷
負
う

責
務
が
、
編
集
の
質
を
決
定
し
て
く
る
は
ず
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
学
術
誌
も
「
顔
」
を
も
つ
、

と
い
え
な
い
か
。

昨
年
の
暮
、
名
古
屋
大
学
の
立
川
先
生
に
、

「
佛
教
に
お
け
る
現
象
世
界
の
聖
化
ｌ
竜
樹
の

場
合
ｌ
」
と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
同
じ

テ
ー
マ
の
も
と
新
た
に
執
筆
し
て
も
ら
い
玉
稿

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
は
さ
ら
に

論
文
三
編
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
二
編
、
海
外

学
界
一
一
『
－
１
ス
と
、
そ
れ
に
初
め
て
の
試
み
な

が
ら
横
組
の
大
窪
論
文
を
掲
載
し
た
。
（
輝
）

編
集
後
記
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